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まちづくりとは？

行政や民間事業者が中心と
なり、街路の整備、商店街
美化、団地開発など物的な
意味での市街地の環境整備
を図る活動

多様な主体が連携・協力し
て、身近な居住環境を漸進
的に改善し、まちの活力と

魅力を高め、「生活の質の

向上」を実現するための一

連の持続的な活動

日本建築学会編「まちづくり教科書第１巻　まちづくりの方法」



事例１ 
人間中心の「コミュ
ニティ道路」と庭先
づくり 

【豊島区目白】 

「みちづくり」から始まる「まちづくり」

事例２ 
「都市計画道路」事
業からまちの価値を
見直す 

【新潟県村上市】 

事例３　 
ニュータウンの空間
資産「歩行者専用道
路」を活かす 

【八王子市南大沢】

道路から見える、香りがする、存在が感じられる庭、生垣、鉢植
え、プランターなどの緑のこと。

3
庭先とは？



目白古道「コミュニティ道路」から庭先づくり

๏地域住民をメンバーとする「目白まちづくり倶楽部」の活
動の成果。 

๏幹線道路（目白通り）とほぼ並行して、目白地域を貫く生
活道路を「目白古道」と名付け、愛着を醸成。 

๏目白通りの抜け道として利用する通過交通を排除するため
のコミュニティ道路化を目指す（結果的には、道路舗装パ
ターンによる対応） 

๏「目白古道」沿道、そして目白地域の庭に着目し、「庭先
づくり」に着手し、カタログ作成、所有者インタビュー、庭
先づくり手法提案を実施。





道路から見える、香りがする、存在が感じられる庭、生垣、鉢植
え、プランターなどの緑のこと。

3
庭先とは？



１．「目白庭先カタログ」の作成



9
庭先カタログ150の分布図
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城下町村上 町屋の人形さま巡り／屏風まつり

๏塩引き鮭の老舗店店主吉川氏を中心とした歴史的町並みを
貫く道路の拡幅反対運動。 

๏1998年に22店舗から成る「村上町屋商人会」結成、生活空
間への着目、「村上絵図」の作成。 

๏2000年春「城下町村上町屋の人形さま巡り」：雛人形に限
らず様々な人形を店の間に展示。 

๏2001年秋「城下町村上町屋の屏風まつり」：村上大祭時に
各家が店の間に屏風を展示していた風習を復活させる。 

๏約80軒の町屋が参加（人形さま：10万5千人、屏風まつ
り：3万人）。
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至 村上瀬波温泉IC

至 瀬波温泉

至 笹川流れ

じゃらんアワード2021
「じゃらん編集長が選ぶ
元気な地域大賞」受賞！

瀬波温泉

開催中
！

村上駅前

肴町下

肴町上

羽黒町

上町

※表記の都合上、地図の縮尺を一部調整しております。
　上記時間・距離はおおよその目安です。
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土
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場所/新潟県村上市・旧町人町一帯

まちなか循環バスや
タクシー、その他の情報に
ついてはこちらから

時間/午前9時～午後5時まで
（時間・休日は各店により異なります）

主催/村上町屋商人会
あきんど

問い合わせ/駅前観光案内所（村上市観光協会）　☎ 0254-53-2258（9：00～17：00）

主催者
からの
お願い ・出入りの際は、家の人に挨拶をお願いします。 ・展示物には触れないようお願いします。 ・安全の為、歩行の際は白線の内側をお歩き下さい。

この催しは各家のご厚意で行われています。マナーを守ってお楽しみ下さい。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、手指消毒やマスク着用、出発前の検温等お願いします。
また、感染拡大等により中止・変更となる場合もございます。予めご了承下さい。

第
二
十
二
回

10/8（土）・9（日）18：00～20：30
場所：黒塀通り（安善小路）とその周辺

第２１回



村上屏風祭り



ニュータウン「歩行者専用道路」の豊かな使い方

๏鉄道駅、住宅地、公園・緑地をネットワークするニュータ
ウンの空間資産としての「歩行者専用道路」。 

๏駅前商業施設（アウトレットモール）と大学が連携し、犬
連れ散策者をターゲットにした「ドッグフレンドリータウ
ン」を提案。 

๏新たなシェアリングモビリティとして、電動自転車や電動
キックボードの導入。 

๏歩行者と新たなモビリティの共存を模索。



UR都市機構発行パンフレット



駅・住宅地・公園をネットワークする歩行者専用道



本冊子は、首都大学東京観光科学教室と三井アウトレットパーク多摩南
大沢との 2019 年度の共同研究「アウトレットモール来訪客への「暮ら
し体験型散策路」の計画提案―犬連れの来訪客を中心として」 の成果
をまとめたものです。

本プロジェクトは、観光まちづくりのクライアントとなり得る組織と連携
し、社会的要請に応えながら新しい観光のあり方を示すこと重視した、
観光科学科での演習授業「観光科学 PBL（Project Based Learning）
」での計画提案から展開したものです。

首都大学東京観光科学教室「暮らし体験型散策路」プロジェクトチーム

関谷悠／関塚哲史　( 大学院都市環境科学研究科 観光科学域 )
須田万貴／竹田彩夏／三石真由 ( 都市環境学部 自然・文化ツーリズムコース )
片桐由希子／岡村祐／野田満（教員）

南大沢文化祭 ブース出展 フォトコンテスト
2019 年 12 月～2 月にかけて「南大沢でわん SHOT！」と題し、
ワンちゃんとのお散歩シーンを通じて、南大沢のまちの魅力を伝え
る写真を募集しました。マップに掲載されている散歩コース上での
撮影を条件としたコンテストへの応募作品は 15 点。ペットエコ横
浜店内に掲示し、一般投票を行いました。投票数は 33 票、3 作
品が同率1位で優秀作品に選ばれました。
投票のコメントでは、犬の可愛さのほか、南大沢の風景に関するも
のが見られました。桜並木、紅葉、菜の花畑など四季折々の風景、
南大沢の街並み・首都大学東京など一年を通して見ることの出来る
景観について評価が高いようです。また、「写真を撮った場所に行っ
てみたくなった」「静かな公園なら遊ばせてみたい」「ワンちゃんを
飼ったら散歩してみたい」など、作品を通じて散歩したいと感じた
方もいらっしゃいました。

南大沢で
ワンちゃんと
ピクニックしよう！

首都大学東京観光科学教室
「暮らし体験型散策路」
プロジェクト
活動報告
2020 年 3月発行

暮らし体験型散策路の計画提案

１．南大沢をドッグフレンドリータウンに
２．ワンちゃんと散策＆ピクニック　　
３．ワンちゃんとの暮らし・散歩の実態
４．南大沢文化祭&フォトコンテスト

2020

Contents

南大沢文化祭出展＆
フォトコンテスト

ドッグフレンドリータウンとしての南大沢と暮らし体験型散策路の取り
組みをアウトレットパーク利用者に周知するとともに、取り組みに対す
るフィードバックを得ることを目的としたブース出展、フォトコンテスト
を実施しました。
マップに掲載されている散歩コース上での撮影を条件としたコンテスト
への応募作品は15点。一般に投票いただいた33 票から3作品が得
票同数で優秀作品に選ばれました。

2019 年 9 月の 2 日間、南大沢文化祭にブースを出展しました。パ
ネル展示とともに作成したマップを配布することで、プロジェクトの
取組をアウトレットパーク利用客に周知するとともに、そのフィード
バックを得ること目的としたものです。アンケート回答者には特典と
して、インスタントカメラで撮影した写真をプレゼントしました。
マップについては概ね好評価をえられましたが、マップを見ていただ
いた方に実際にまち歩きやピクニックを行ってもらうためには、さま
ざまな工夫が必要だと分かりました。

オブジェと
戯れる犬

桜より、
行き交う人の
やさしさが好き

アウトレットに
行こうよ！

優秀
作品



暮らし体験型散策路 2020 暮らし体験型散策路 2020

南大沢を
ドッグフレンドリータウンへ

実践 暮らし体験型散策路プロジェクト

2018 年度「観光科学 PBL」で、自然・文化ツーリズムコースの 3
年生が取り組んだ課題は、アウトレットパークへの来訪者に対する
南大沢のまちでの観光・レクリエーションを提案でした。本プロジェ
クトは、そこで提案された「南大沢を犬連れに優しい『ドッグフレ
ンドリータウン』にする」というアイディアを実践に展開したものです。
プロジェクトでは、①まち歩き＆ピクニックマップの作成、②アンケー
ト調査、③フォトコンテストを実施しました。

まちあるき＆ピクニック
マップの作成

まちあるきマップに対する
アンケート調査

フォトコンテストの開催

調査を通じて「愛犬と入店可能な飲食店や
テラス席を増やしてほしい」という声が聞か
れたこと、アウトレットパークでランチが出
来るところが少ないという課題があったこと
から、アウトレットパークを始点に、愛犬と
まちあるき、ピクニックを楽しむコースを提案
しました。コースの紹介やマップは、アウト
レットパークのHPに掲載、インフォメーショ
ンやペットエコ 横浜で配布しました。
　

暮らし体験型散策路をどのように計画する
か、その要素や方法論を考えるため、作成
したコースの効果検証を行いました。
まちあるきやピクニックを実際に体験した方
に、まちに対してどのような感想を持ったの
か、犬と一緒に楽しめるまちであるためには
どのような環境、あるいは情報提供が必要
なのか等についてアンケート調査を行い、
結果をまとめました。

マップのルート上で、飼い主が南大沢のど
のような点に魅力を感じているか知るため
に、それぞれが良いと思った風景で愛犬の
写真を撮ってもらうフォトコンテストを実施し
ました。
応募作品は 15 作品で、ペットエコ横浜店
内に掲示し一般投票を行いました。33 票
の一般投票の結果、3 つの作品が優秀作
品に選ばれました！

飼い主同士のつながりや
コミュニティの充実

犬が運動できる
場の確保や食事
についての知識
を提供

・ドッグカフェやドッグラン
の整備。

・歩行者専用道路など現在
の施設の改良

ドッグフレンドリータウンの3つの柱

「賃貸に住み犬を飼っている家」をターゲットに南大沢での犬との生活を体験するイ
ベント「秋のワン祭り」を提案しました。  イベントで設定した、3つのシーン（運動会・
ドックフード屋台・手作り犬ごはん）とこれをめぐる散歩ルートは、ドッグフレンドリー
タウンのハード・ソフトの環境として定着させていくことをねらいとしています。

手法：イベント「秋のワン祭り」からまちの環境整備へ

飼い主が散歩に重視する条件と求めるものを踏まえ、犬と過ごすた
めの南大沢資源図を作成しました。
散策路をはじめ、公園や水道、ベンチなど、犬とすごすための条
件を満たしていることから、「犬と暮らしやすい街」としてのインフ
ラが整っているということができます。

南大沢とアウトレットパークの特徴

犬と過ごすための南大沢の資源図

ドッグフレンドリータウンの考え方と実現の手法

南大沢の 「犬と過ごす」ための資源とポテンシャル

 飼い主と愛犬が楽しめる場が提供される「ドッグ
フレンドリータウン南大沢」の基軸を整理しまし
た。それは、「健康」「交流」「環境づくり」の 3
つの柱から構成され、それぞれの視点からまちづ
くりがすすむことで、ドッグフレンドリーが実現し
ていきます。

ドッグ
フレンドリー

交流

健康
環境づくり

運動会

ドッグフード屋台

手作り犬ごはん

・犬コミュニティの形成
・犬のためのマンション
  とモデルルームの整備

散歩ルート

ドッグランの設営

・  水道や足の洗い場増設
・ドッグカフェ新規オープン

上柚木公園芝生の丘で、障害物競走などを
行い犬と飼い主の健康促進の場を提供します。

学校や公園などに屋台を並べ、犬の健康診断や
ドッグカフェの試験営業を行います。

ペット共生が可能なのマンションで犬の健康を
気遣った料理の講座を開きます。

南大沢

多摩ニュータウン
歩車分離の道

公園が計画的に整備

三井アウトレット
パーク多摩南大沢

ペット同伴入店可のテナントが
57.4%（最多）

駐車場が完備（700台）

・アウトレットパークを目的とした犬連れ来訪者の存在。
・動物病院やトリミングサロンの充実。＋

アンケート調査と南大沢現状地図より、「犬と過ごす」という視点から地域の資源やニーズを分析しました。

犬との散歩道の条件と求めるもの

飼い主との普段の生活を知るためのウェブアンケートで、散歩道に
重視する条件、あったらよいと思うものを把握しました。



「南大沢のまちは、犬連れに優しいドッグフレンドリータウンのポテンシャル

がある」という提案がプロジェクトに発展し、「暮らし体験型散策路プロジェ

クト」チームが発足しました。ワンちゃんと一緒にピクニックとまちあるきを

楽しむことができる 3 つのコースを提案し、「ワンちゃんと一緒に南大沢まち

あるきMAP」を作成しました。

南大沢での犬との暮らしを体験する3コース

南大沢を特徴づける３つの資源

てくてくお気軽コース ニュータウン満喫コース 緑のアクティブコース
20 分　約 1km 50 分　約 4km30 分　約 3km

ワンちゃんと
散策＆ピクニック

広 と々した遊歩道なので安心してお散歩でき
ます。中郷公園には芝生の広場や木陰、
ベンチがあり、ピクニックにぴったりです！

多摩ニュータウンの一部である南大沢は、東京西郊に開発された計画都市です。その町の特徴である「遊歩道」「公園」「街並み・オブジェ」
を活かし、犬種による散歩距離や、都合にあう所要時間によって選べるよう３つのコース「てくてくお気軽コース」「ニュータウン満喫コース」「緑
のアクティブコース」を設定しました。

ニュータウンの街並みとたくさんの緑を楽し
めるコース。春には 1km の桜の並木道で
お散歩できます。ワンちゃんと一緒に軽い
運動をしたい方におすすめです！

緑溢れる遊歩道を通るため、気持ち良く安
全に歩けます。上柚木公園には芝生が広
がっていたり、ベンチが充実していてゆった
りと過ごすことができます。

ワンちゃんと一緒に南大沢まちあるきMAP

公園
公園が至る所にあり、様々な用途に合わせて
利用できます。

ベルコリーヌ南大沢をはじめとし、ヨーロピア
ン・テイストのデザインの街並みを楽しむこと
ができます。

街並み・オブジェ

遊歩道
歩車分離の道が多いため、車を気にせず安心
して歩くことができます。



テキスト
新たなモビリティの導入【南大沢にシェアリングモビリティを導入する】
電動自転車 電動キックボード 

基本情報 
ポート数：17(2023.1.19現在) 
車両台数：？ 
料金：30分まで130円 
　　　12時間で1,800円 

基本情報 
ポート数：22(2023.1.19現在) 
車両台数：約50台(2022.11.25現在) 
料金：ロック解除0円，1分10円 
営業時間：6～22時 
最大速度15km/h，ノーライドゾーンを設定 



まちづくりの基本目標
1) 地域活動の中心の場所がある 
2) 誰もが安心して持続的に住み続けられる 
3) 歩いて日常生活を送れる 
4) 町並み・景観を整備する 
5) 多様な生活像／多文化共生を尊重する 
6) コンパクトなまちを目指す 
7) 自然・生態系と共存する 
8) 人を迎え入れ、多様な交流機会を持つ 
9) 循環型地域経済を成り立たせる 
10)地域社会による共治の仕組みをつくる

日本建築学会編「まちづくり教科書第１巻　まちづくりの方法」を参照・一部修正



榎地区のまちづくりの２つの課題

① 「都市計画道路」のイン
パクトにどう対応するか 
 
 
→好影響 
→悪影響

② 小さな改善によるまちづ
くりをどう進めていくか 
 
 
→宝探しと磨き上げ 
→課題の共有と改善



榎地区の現状分析（SWOT分析）

強み 弱み

機会 脅威

都市計画道路の好影響 都市計画道路の悪影響

榎地区の宝探しと磨き上げ 榎地区の課題

Opportunity Threat

Strength Weakness


